
令和4年度
荒工AI部 活動報告

都⽴荒川⼯業⾼等学校 AI部顧問 河野 恒義（記）
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こちらの記事は、
荒工のホームページに
掲載しています。



目的
• 部活動の⽣徒に先⾏してAI事例に触れさせることで
①AIを⼯業⾼校におけるPBL（課題解決型学習）カリキュラム開発
②AI活用人材の育成、P-TECHの目指す広義のIT技術者の育成
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経緯
• ５月 やまがたAI部への視察（校⻑・河野）
• ６月 荒⼯AI部の⽣徒募集（７名の⽣徒＋顧問２名、部活動指導員２名で活動開始）
• ７月 荒⼯AI部の活動開始 freee（株）課外授業の受講
• ８月 AI甲子園課題の検討開始 コーチ:freee㈱湯⽊さん、⻑尾さん
• ９月 AI甲子園課題の決定
• １０月 AI甲子園に向けた活動を開始



活動報告1
• 荒⼯AI部の活動が始まりました

7月6日（水）、部員7名と顧問2名、東京電機大学の学⽣2名
を部活動指導員として迎え、AI部の活動を開始しました。前半
は、やまがたAI部のオンデマンド講義を受講し、後半は、やま
がたAI部とのオンラインミーティングを⾏いました。オンライ
ンミーティングでは、コーチから今後のスケジュールとテーマ決
めに関する説明をいただきました。ミーティング後に⽣徒達は、
AI甲子園に向け、これからAIを用いて解決を目指すテーマにつ
いてアイデアを出し合い議論を⾏いました。荒⼯AI部のこれか
らの活躍にご期待ください。
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活動報告2
• AIゆでたまご実験が⾏われました

7月23日(土)、割ってみないと分からない「ゆでたまご」の茹で上がり具
合をAIで予測する実験を⾏いました。ゆでたまごの茹で上がりを湯温の変
化をもとにAIが予測しました。実験は、やまがた AI 部に所属する14校の
学校とオンラインでむすび同時進⾏で⾏われました。実際の茹で上がりは、
半熟たまごとなり、⾒事AIが予測を的中させました。⽣徒達は、AIの予測
通りの茹で上がりにおどろいていました。
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活動報告3
• AI甲子園に向けたテーマ検討を⾏いました（8/3）

8月3日（水）7月の課外授業でもお世話になったAI部コーチ
freee（株）湯⽊さん、⻑尾さんにオンラインでアドバイスいた
だきながらAI課題設定に向けた検討を⾏いました。はじめに⽣
徒達が前回までに出し合った7つのアイデアを説明し、課題にど
のように取り組めばAI課題として成り⽴ちそうかコーチのお⼆
人にアドバイスをいただきました。「As-is:問題提起」「To-be:
最終目標」「Can-be:探求テーマ」の3つのステップ用いて課題
検討に取り組む方法を教えてもらいました。⽣徒達は真剣な表情
で活発に議論していました。コーチからは、「技術的な難易度は
気にせず、君たちがやってみたいと思う課題を選ぶように」と心
強い⾔葉をかけていただきました。
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活動報告4
• AI甲子園に向けたテーマ検討を⾏いました（8/17）

8月17日（水）お盆休みが終わり夏休みは続きますがAI部の活
動を再開しました。前回までにあがっていた7つの課題の中から
5人の⽣徒がそれぞれ取り組んでみたい課題を選びました。続い
て⽣徒は自分の選んだ課題をパワーポイント（スライド）にまと
める作業を始めました。スライドを作り始めた⽣徒達は、「ここ、
どうしようかな」「もう少し考える必要があるな」など、アイデ
アを再整理する必要性に気が付いた様子でした。来週(7/25)は、
再びコーチのお⼆人に参加してもらい、5名の⽣徒がプレゼンを
⾏う予定です。その中から、いよいよ荒⼯AI部として取り組む
課題を決定します。
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これまでの成果と課題
• 成果

7月から夏休み約1ヶ月間を通して、⽣徒に繰り返し「考え
る・まとめる・発表する」訓練を積ませることができた。こ
れは、勉強の得て不得⼿に関係なく、⼀⽣懸命取り組めば、
やまがたの⽣徒とも同じ水準で議論できることが、オンライ
ンMTGで証明できた。
• 課題

やまがたAI部所属の他学校の課題進捗状況も同様、⾼校⽣
のみで課題設定を⾏った結果として「なぜ、その問題に取り
組むのか」という“モチベーションが弱い”傾向がある。
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活動報告5
• AI部の課題設定について荒川区に御協⼒いただきました。（9/2）

9月2日（⾦）荒川区産業経済部経営⽀援課の⽯﨑課⻑をお迎えし、AI部が取り
組んでいる「AI課題設定」に対して助⾔をいただきました。⽣徒たちが夏季休業
中に思案してきた課題に対して、⽯崎様からコメントをいただくとともに、荒川
区が直面している課題が「⾼齢化に対する備え」であることを教えていただきま
した。⽣徒たちは、時代や⽣活様式の変化とともに直面する課題も移り変わる中、
「⾼齢者の⽣活を心身ともに⽀えるサポート」にAIが活用できるとよいと感じた
ようでした。
⽣徒たちは、⽯﨑課⻑の助⾔を受け、
①健康面︓⾼齢者を含めその人に合った⾷⽣活や運動をサポートする
②ペット︓ペットを飼う⾼齢者をサポートする
③エアコン︓⾼齢者の熱中症対策にAIを活用するなど

アイデアを更に良いものにするという新たな視点をもつことができました。自
分たちのアイデアで地域の方の⽣活をより良くすることができる。⽣徒たちは、
荒川区の課題に触れ「人々の⽣活に役⽴つ」地域課題解決の重要性に改めて気づ
いた様子でした。
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活動報告6
• AI部の課題検討にPoC（概念実証）を開始します（9/15）

9月15日（⽊）荒川区の⽯﨑課⻑様からいただいた「⾼齢者⽀援の視点」
を反映させた3つの課題について3回目のディスカッションを⾏いました。
どのアイデアもブラッシュアップされ、甲乙つけ難い状況です。オンライ
ンでご参加いただいたコーチの湯⽊様からは、システムを運転しながら個
人に合わせ学習させることができるのがAIを使う利点である。「AIを使う
利点を意識した課題は筋が良い」とお褒めの⾔葉をいただく場面もありま
した。後半、全員で⼀⾔ずつ、どの案が良いかについて意⾒を出し合いま
したが、１つに絞ることができません。荒⼯側は⽣徒も教員も考え込んで
しまいました。決めかねていると湯⽊様から「PoCをやってみない」との⼀
声が。PoC(Proof of Concept)とは、「概念実証」といい、アイデアが実現
可能かどうか、期待する効果が得られるかなどを実証するために⾏うシ
ミュレーションです。先ずは、AIに⼊⼒しようとするデータを集めてみよ
う。そのデータを人が考察してみることを目指します。部員達は、ペット
とエアコンの2⼿に分かれPoCに向けた活動を開始しました。 9



• AI甲子園に向けた自由課題が決定しました（9/29）
9月29日（⽊） PoCに向け具体的にデータを取得開始できた

のは、エアコンのテーマでした。これまで検討してきた他の課題
に関しては、反省点を明確にした上で、AI部の歩みを進めるこ
とにしました。

荒⼯AI部、今年度自由課題は
「⾼齢者に安心・安全な空調管理システムの開発」

（２年情報技術科 小平君の発案）となりました。
自由課題が決定した所で、再び荒川区の⽯﨑様とのディスカッ

ションを⾏い、AIの詳細仕様を決定していく予定です。

活動報告7
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活動報告8
• AI甲子園に向け本格的に活動を開始しました（10/20）

10月20日（⽊）AI部コーチfreee（株）湯⽊さん、⻑尾さんが荒⼯に来
校されご指導をいただきました。共通課題チームは“トマトとりんごの識別
精度向上”、自由課題チームは“⾼齢者に安全で快適な空調管理システムの開
発”に取組んでいます。最初に各チームのプロジェクトリーダから進捗報告
をコーチに⾏いました。続いて湯⽊さんから共通課題チームにわかりやす
く識別系AIの仕組みをご説明いただきました。それを機に⽣徒が活発な議
論を開始し、気が付けばホワイトボード⼀面が⽂字や図でいっぱいになっ
ています。自由課題チームは、PoCで取得したデータの解析方法を検討して
います。個人によって感じ方が違う“暑い” “快適” “寒い”などの主観と不快
指数との相関性を⾒つけ出そうとしています。全員が集中して取り組み、
あっという間に17時を過ぎていました。
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これからの活動に向けて
• 荒川区役所×荒⼯AI部

⽣徒が地域社会の現実課題を知ることで、課題解決へ
のモチベーションを強く意識できるようになる。
• AI部の活動に期待できること

AIによる課題解決プロセスは、分野を超えた学際的な
取り組みになる。コーチを始め、様々な教科の先⽣にア
ドバイスをいただきなら進めることができる。そのため
エンジニアを育てる上で重要な「⽣徒の視野を広げる教
育的効果」が⾼いと考えている。
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活動報告9

• AI 甲子園に向けたスケジュールを⽴てました（12/26）
12月26日（月）、荒⼯も冬休みに⼊りましたがAI 部の活動は

続きます。各チームとも今年度の活動を振り返り、課題の整理と
ゴールの設定を⾏いました。次に来年3月に参加予定のAI 甲子園
に向けたスケジュールを⽴てました。自由課題チームは、AI を
使った空調の課題解決方式が「重回帰分析」に決定しました。1
月から⼊⼒パラメータの整理とシステムの実装に取り組むことに
なりました。共通課題チームは、パソコン教室のパソコン17 台
を使って画像認識AI の識別精度向上にトライすることになりま
す。残された時間も3か月となりましたが、根気とチームワーク
を武器に荒⼯AI 部の挑戦は続きます。
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活動報告10
• 探求テーマ「⾼齢者に安全で快適な空調システム」仕様紹介

１月より、暑さ指数制御（熱中症の危険を下げる部分）と重回
帰分析による制御（ユーザの好みに合わせた設定温度を導出する
部分）の実装に取り組みました。この２つのハイブリッド制御に
より、熱中症の危険性を避けつつ、ユーザに快適なエアコン設定
温度の提案を実現できました。現在は、システムに設定値を⼊⼒
し、ユーザに安全で快適なエアコン設定温度を提案できる段階ま
で開発を進めることができています。今後は、温度（室温）・湿
度・天気情報の自動取得部分とエアコンに対する⾚外線信号の出
⼒部分が実装できれば、実⽣活におけるシステム有用性の検証が
開始できるようになります。
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高齢者に
安全で快適な
空調システムの
提案
東京都立荒川工業高等学校AI部
小平翔太 上野信吾

荒工AI部ロゴ制作協力：日本電子専門学校クリエイタ教育部長五十嵐先生



研究背景と課題設定
夏場の教室で同じ空調設定のもと、人それぞれの快適と感じる
設定温度が異なることに気がついた

近年の社会課題（荒川区）として、暑さを感じにくくなった⾼
齢者が熱中症により自宅で倒れてしまう事故が発⽣しているこ
とを知った[1]

これらを踏まえ、⾼齢者を自宅での熱中症から守り、ユーザが
快適と感じる設定温度を算出するハイブリッドシステムを考案
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システムの設計

 多様な端末でシステムを使うため
フロントエンドとバックエンドを
分割

 「熱中症の危険通知」「ユーザに
快適な温度提案」のハイブリッド
システム

 重回帰分析を⾏いユーザが⼊⼒し
た情報をもとに空調の推奨設定温
度を提案

※アイコン出展は付録に記載
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成果と課題

成果（達成できたこと）
 ⾼齢者を熱中症から守り、ユーザの好みを学習しエアコン設定温度を

算出するハイブリッドAIシステムを構築

現状の課題
 実⽣活の場におけるシステムの有効性については未検証

次の課題（今後⾏うべきこと）
 温度（室温）と 湿度をセンサデバイスから 自動取得
 天気情報を気象庁のデータベースからリアルタイム自動取得
 ⾚外線デバイスを用いエアコン温度設定を自動化

実⽣活の場で⾼齢者に安全で快適なシステムを実現
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活動報告11
• 「⾼齢者に安全で快適な空調システムの提案」が予選通過︕

3月7日（⽕）探求テーマの予選会が⾏われました。翌日（8日）に結果発
表が⾏われ、荒⼯AI部は、予選会で⾒事１位の評価を頂きました。昨年7月
から検討を始め3月まで約9ヵ月の努⼒が実を結びました。

審査員からは、「社会課題を捉え最新技術を駆使したこと。AIモデルの
作成に留まらずRaspberry Pi上にシステムを実装したこと。」などが⾼く
評価されました。また、「⾼齢者が実際にシステムを使用するためには、
更なる⼯夫が必要になること。その上で、実用化を目指して欲しい。」と
いうコメントをいただきました。

荒⼯AI部は、荒⼯同窓会の協⼒を得て3月21日（⽕）⼭形市⽴商業⾼等
学校で⾏われるAI甲子園に現地（オフライン）参加させていただく予定で
す。
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探求テーマ予選結果



活動報告12
• 荒⼯AI部がAI甲子園で⼊賞しました

3月21日（⽕）やまがたAI甲子園が、⼭形市⽴商業⾼等学校で
⾏われました。午前中に競技テーマ(画像識別AIの競技)が⾏われ、
午後から探究テーマ(空調システム)の発表が⾏われました。
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活動報告12
審査の結果、探求テーマ「⾼齢者に安全で快適な空調管理シス

テムの開発」２位。競技テーマ「りんご、とまと、さくらんぼ、
画像識別AIの精度向上」３位の結果を収めることができました。
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活動報告12
探究テーマの質疑応答では、審査員から、テーマの設定に社会課題を取

り上げたことを⾼く評価されました。続いて「このテーマを今後どのよう
に深化させて⾏きたいか︖」「是非、このテーマを企業に持ち込んで実用
化してほしい」と⾔った質問や意⾒をいただくことができました。開発者
の小平くんは、予め予測できなかった審査員のコメントに対しても、堂々
と受け答えすることができていました。
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活動報告12
今年度の成果と課題を胸に、来年度は、さらなるブラッシュ

アップを目指します。まもなく新年度、AIに興味を持つ1年⽣の
⾒学をお待ちしています。
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活動報告12
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活動報告12
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End Of File
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• Ｒ４年度 荒⼯ＡＩ部メンバ（敬称略）
３年E組 佐野紅巴
２年C組 上野信吾
２年D組 小平翔太
１年D組 岩倉弓花

• コーチ ＜freee㈱＞
⻑尾⼀慶、湯⽊大輝

• スペシャルコーチ ＜東京電機大学 三谷研究室OB＞
飯田頌平、村田匡

• 部活動指導員 ＜東京電機大学 教職課程有志＞
篠原まい、新藤那月

• 顧問
松下颯太、河野恒義

探求テーマ
上野信吾、小平翔太

競技テーマ
岩倉弓花、佐野紅巴


